
食育の取り組みを紹介します。
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　　７月１2日㈬～16日㈰、沖縄研修へ行ってきました。

　　今回の主な研修内容は、沖縄県立北部農林高校との学校交流・

販売市参加、勝山シークワーサー見学、コーヒー栽培見学、平和祈

念公園、観光施設見学などです。沖縄の美しい海や自然を感じな

がら、沖縄のおもてなしの心を学んだ５日間になったと思います。

　　コーヒー栽培の難しさや、環境面での配慮の工夫などもよくわか

り、今後の活動の参考にできると思います。

制作：南宇和高校美術部
西本　奈

な お
央

さ
ぁ
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今
回
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の
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は
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『保育所での食育活動』
カレークッキング

AD

　子どもたちが育て収穫した玉ねぎを調理、食べる体験を
通して、いろいろな食べものに興味をもってもらうため、
カレークッキングを行いました。
　自分たちが玉ねぎ・じゃが芋・人参の皮をむき、切るこ
とで、料理をする楽しさや達成感が体験できたのではない
かと思います。
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　　　方々
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御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動

月・水・金曜日 8：30～13：30
●園庭等開放

火・木曜日 8：30～13：30
●育児（電話）相談

月～金曜日 8：30～17：15

御荘保育所内こあら窓口　電話：72-0598

子どもたちの笑顔と
　子育てサポートをご紹介します。

はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動

　月曜日 12：00～17：00
火・木曜日 8：00～13：00

●園庭・保育室開放
水・金曜日 8：00～17：00

●育児（電話）相談
月～金曜日 8：00～17：00

はまゆう乳幼児保育所内 電話：72-4328

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ

月～金曜日 10：00～16：00

こぶたのお家　城辺甲2652番地 電話：73-7321
※詳しくは「こぶた通信」に記載

1日㈮、27日㈬、29日㈮は夢創造館で行い
ます。
27日㈬「すこやか子育て巡回講演・相談事業
夢創造館育児講演会」。ぜひご参加ください。
13日㈬「育児講座」。栄養士さんのお話です。
まだまだ暑い日が続きますが、体調に気をつ
けて乗り越えましょう！
※詳細についてはお問い合わせ下さい。

5日㈫『ベビーマッサージ交流』
13日㈬『出張わんぱく』
21日㈭『おはなし会』
28日㈭『心理講習』
※要予約

9月の子育てサポートご案内 子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。

次回（10月号）は、家串保育所・緑保育所を紹介します。
楽しみにお待ちください‼

体調のすぐれない方は利用を控えていただきま
すようお願い致します。感染症の流行状況や周囲の混雑に
応じたマスクの着用や咳エチケットにご協力ください。

子育てサポートをご利用の方へご案内
問い合わせ

問い合わせ

問い合わせ

5日㈫『キッズ体操』
19日㈫、21日㈭『運動会ごっこ』
※要予約

●　城辺保育所　きりん組
元気いっぱい、きりん組 !! 夏野菜いっぱいとれたよ♡

みんなでいっしょに「そーれ！」
紙吹雪がきれいに舞い上がったよ。

子育てサポート どんぐりの会活動紹介

“リズム遊び”をしたよ！



暮らしカレンダー

p28広報あいなん 2022.12 p28広報あいなん 2023.1 p28広報あいなん 2023.9

9 月の病態栄養相談 ( 予約制・無料 )
　栄養士による食事や栄養に関する相談。
日時　21 日㈭　13:30 ～ 16:00
場所　城辺保健福祉センター
城辺保健福祉センター　電話：73-7400

日 曜 受付時間 健(検)診内容・場所 内科・救急
当直医

1 金
2 土

3 日 内科)粉川ファミリークリニック
救急)南宇和病院

4 月
5 火
6 水

7 木
9:30-11:00

【乳・子宮頸がん・骨粗しょう症検診】御荘文化センター13:00-14:00

8 金 8:30-11:00【特定健診・各種がん検診等 A/ 乳・子宮頸がん・骨粗しょ
う症検診】御荘文化センター

9 土

10 日 内科)南宇和病院
救急)南宇和病院

11 月
12 火
13 水
14 木
15 金  12:50- 【3歳児健診(R2.4.1~6.30)】城辺保健福祉センター
16 土

17 日 内科)竹本医院
救急)南宇和病院

18 月 内科)内海診療所
救急)南宇和病院

19 火

20 水
9:30-10:30【乳・子宮頸がん・骨粗しょう症検診】深浦公民館

13:00-14:00【乳・子宮頸がん・骨粗しょう症検診】東海公民館
21 木
22 金

23 土 内科)南宇和病院
救急)南宇和病院

24 日 内科)かんクリニック
救急)南宇和病院

25 月
26 火  12:50- 【5歳児健診(H30.4.16~8.15)】城辺保健福祉センター
27 水
28 木

29 金
9:30-11:00

【乳・子宮頸がん・骨粗しょう症検診】御荘文化センター13:00-14:00
30 土

９月　各種健(検)診／当直医

【特定健診・各種がん検診等A】…特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査(胃がん検査あり)
【特定健診・各種がん検診等B】…特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査(胃がん検査なし)

9 月の発達支援相談会 ( 予約制・無料 )
　子育てに工夫が必要または発達に不安のあ
るお子さんの相談。
日時　14 日㈭　10:00 ～ 16:00
場所　城辺保健福祉センター
保健福祉課　電話：72-1212

9 月のこころの健康相談 ( 予約制・無料 )
　認知症やうつ病、精神障がいなどが疑
われる方やその家族、支援者を対象に精
神科医による面接相談日を設けています。
日時　11 日㈪・25 日㈪ 13:00 ～ 17:00
場所　城辺保健福祉センター
地域包括支援センター　電話：72-7325

9 月の行政なんでも相談 ( 予約不要・無料 )
行政相談委員による行政全般の相談。
日時  13 日㈬　13:00 ～ 15:00
場所   [ 内海地域 ] DE・あ・い・21
　　   [ 御荘地域 ] 御荘文化センター
　　   [ 城辺地域 ] 城の辺学習館
　　   [ 一本松地域 ] 一本松山村開発センター  
　　   [ 西海地域 ] 西海町民会館
総務課　電話：72-1211

9 月の出張年金相談 ( 予約制・無料 )
日時　14 日㈭　10:00 ～ 15:30
場所　愛南町商工会
　予約の際は基礎年金番号が必要。
お越しの際は年金証書や年金手帳を
持参。
宇和島年金事務所　
電話：0895-22-5440
( 予約受け付け　平日 8:30 ～ 17:15)

9 月の消費生活相談 ( 予約不要・無料 )
　消費生活相談員による相談。
日時  7 日㈭・ 14 日㈭・ 21 日㈭
　　  28 日㈭　8:30 ～ 17:15
場所  役場本庁 2 階
消費生活相談窓口 ( 商工観光課内 )
電話：72-1405

9 月の無料法律相談 ( 予約制・無料 )
弁護士または司法書士による相談。

日時　19 日㈫　14:00 ～ 16:00
場所　御荘老人福祉センター
愛南町社会福祉協議会　
電話：73-7776
( 予約受け付け　平日 8:30 ～ 17:15)

9 月の育児相談 ( 予約不要・無料 )
保健師・栄養士による乳幼児の育児に関する相談。

日時・場所
  【御荘・西海地域対象】
　6日㈬ 　10:00～11:30 城辺保健福祉センター
  【城辺・一本松地域対象】
  20日㈬ 　10:00～11:30 城辺保健福祉センター
    お越しの際は母子健康手帳をご持参ください。
城辺保健福祉センター　電話：73-7400

9 月の一般内科当直医
日時  

　3日㈰　　　　　　 粉川ファミリークリニック
　10日㈰・23日(土・祝)  県立南宇和病院
　17日㈰　　　　　　 竹本医院
　18日(月・祝)　　　 内海診療所
　24日㈰　　　　　　 かんクリニック
 診療時間　9:00 ～ 16:00
 診療科目　内科系の救急患者
粉川ファミリークリニック　電話：72-2111
 県立南宇和病院　　　 電話：72-1231
 竹本医院　　　　　　 電話：72-3271
 内海診療所　　　　　 電話：85-0341
 かんクリニック　　　 電話：72-2225
9 月の救急担当当直医
 日時　( 日・祝日 )　県立南宇和病院
 診療時間　8:30 ～翌 8:30
 県立南宇和病院　　　 電話：72-1231
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９月　行事予定／各種相談
日 曜 時間 行事名 場所 担当課 相談
1 金
2 土
3 日 15:00-21:30 愛南町夏まつり 南レク御荘公園一円 商工観光課
4 月
5 火

6 水 9:30-11:00 ペアレントサポーターあいなんおはなしcafe
（子育て中の方、一緒にお話しませんか） プラザじょうへん 保健福祉課 育児

7 木 消費生活
8 金   10:00- 令和5年第3回愛南町議会定例会初日（予定） 役場本庁3階議場 議会事務局
9 土

10 日
11 月 こころ
12 火
13 水 行政

14 木
消費生活
発達支援

年金
15 金
16 土 14:30-16:00 生涯学習課自主事業「杉村太蔵氏講演会」 御荘文化センターホール 生涯学習課

17 日 9:30-11:00 ペアレントサポーターあいなんおはなしcafe
（子育て中の方、一緒にお話しませんか） プラザじょうへん 保健福祉課

18 月
19 火 法律
20 水 育児

21 木 消費生活
病態栄養

22 金
23 土
24 日 9:00-12:00 マイナンバーカードの日曜日「臨時交付窓口」※要予約 役場本庁1階町民課 町民課
25 月 こころ
26 火
27 水
28 木 消費生活
29 金
30 土

9 月納税等のお知らせ

　町税（保険料を含む）を滞納すると本来納めるべき額のほかに督
促手数料や延滞金がかかります。
❶町税等、保育所保育料、住宅使用料、住宅共益費、駐車場使用
　料は毎月、当月分が月末に振替となります。
❷下水道使用料は毎月、前月使用分が月末に振替となります。
❸上水道使用料の振替日は毎月21日、再振替日は翌月10日です。
※それぞれ上記の該当日が休日の場合は、その翌日が振替日とな
ります。

愛南町
ホーム
ページ

健康カレンダー終了に関するお知らせ

　愛南町健康カレンダーの作成・配布は令和4年度
版で終了しました。令和5年度からは広報「あいな
ん」、回覧、生活カレンダー（新聞折込）、ケーブル
テレビ、SNSで情報を発信しますのでご覧ください。

国民健康保険税 4期分/10期 保育料 当月分

後期高齢者
医療保険料 3期分/9期 下水道使用料 前月使用分

介護保険料 4期分/10期
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　東京は文化と芸術に溢れている。至るところに劇場があり、コンサートホールがあり、美術館が
あり、映画館があり、図書館がある。行こうと思えばいつでも行くことができるし、そこで本物の
アートに触れることができる。お芝居や歌舞伎、能、クラシック・オーケストラ。美術館では教科書
でしか見たことのない作品がすぐそばで見られて、図書館に行けばインターネットでは探しきれ
ない本が数えきれないほど置いてある。
　芸術というのは想像力や感性を育んで、自立心を芽生えさせる。お芝居や作品、演奏に生で触
れたときの、会場に響く音や声、その空間とそれらを全身で感じる感動と興奮。絵を見て、本を読
んで、その作品の背景や登場人物を好き勝手に想像する楽しさ。…愛南町ではどうやろう。
　ある縁で私自身が演劇や能を鑑賞するようになって、文化芸術の地
域格差を考えるようになった。この格差は東京-愛媛間でもあるよう思
うのに、東京-愛南町間ならもっと大きい。愛南町の子どもたちに、そ
の子どもたちを育てる大人であるみなさんに、"本物の芸術"に触れる
機会を作りたい。小さな可能性をかき集めて、私にできることを探りよ
ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（テノヒラkiku）

アコースティックバンド「テノヒラ」のボーカル  愛南町出身の kiku さんがつづるふるさとエッセイ

芸術の地域格差

動する。その周りには、スパイクのような棘が規則
正しく並び、海底をがっちり捕らえる。
　　「神は細部に宿る」という言葉があるが、生き
ていくために機能的に進化した体は、美しさすら
感じる。涼しくなった秋の夜長には、生き物たちの
細部が見せる造形美を堪能したい。

（撮影地：カメクラ）
愛南サンゴを守る会　西尾知

と も て る

照

本日!海日和!! vol.154

「神は細部に宿る」

　　立秋を過ぎて、暦の上では秋となったが、まだま
だ暑い日が続いている。年々、残暑が厳しくなって
いると感じるのは、私だけではないだろう。芸術の
秋も、まだまだ先のようだ。
　　生き物が好きな私は、虫めがねのように物を大
きくして撮影ができるマクロレンズをよく使う。いろ
いろな部分をアップで撮影し、陸に上がってから、
写真でじっくりと観察する。すると、水中では気付
かなかった多くの発見がある。
　　写真はアカヒトデの腕の先である。矢印の先に
あるオレンジ色の球体が、眼点と呼ばれる目だ。
視力はほとんどなく、光を感じる程度らしい。細く
伸びているのが管足と呼ばれる無数の足だ。進
行方向に伸ばし、先端にある吸盤で吸い付き移

【アカヒトデの腕の先】
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はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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死亡後の手続きについては

町ホームページをご覧ください。

愛南町
ホーム
ページ

地区名 子の名 保護者

御荘平城 蕨岡　羽
う み

美 洋
ひろし

御荘平城 大塚　千
ち な

愛 祐
ゆ う や

矢

御荘長月 中田　柚
ゆ い

衣 海
か い と

斗

御荘平城 尾﨑　碧
あお

廉
れん

油 袋 前田　透
と う や

弥 富
とみひで

秀

地区名 亡くなった方 満年齢

深　　浦 大内　渡
わたる

96歳

御荘平城 吉田　定
さ だ こ

子 91歳

満　　倉 池田　協
と も こ

子 71歳

福　　浦 松本　王
おおしん

心 71歳

城 辺 甲 矢野　比
ひ さ お

佐雄 72歳

一 本 松 西山　九
つ く も

十九 86歳

深　　浦 青木　愛
あ い こ

子 91歳

御荘菊川 尾﨑　ヤヱミ 79歳

御荘長月 新惠　榮
えいいち

一 88歳

一 本 松 小澤　昇
のぼる

82歳

上 大 道 山下　延
の ぶ お

夫 75歳

緑　　乙 大下　広
ひ ろ み

美 75歳

御荘平城 倉田　キヌ子
こ

100歳

中　　玉 福森　幸
ゆきかず

和  81歳

御荘平城 佐野　勝
か つ み

美 84歳

御荘菊川 宮崎　博
ひろし

66歳

城 辺 乙 脇田　和
か ず こ

子 96歳

小　　浦 中田　強
つよし

81歳

久　　家 池田　五
い つ こ

子 88歳

広　　見 高田　和
か ず お

夫 89歳
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編集後記
　ドラマ『下町ロケット』に出てきそ
うな工場内は、オイルと塗料が入り
混じり個人的に最高。ガソリンスタ
ンドの匂いが好きな人なら共感して
もらえるかもしれません。
　堺歯車さんの工場内をカメラ片手
に取材させていただきましたが、職
人さんの真剣な眼差しと熟練の手さ
ばきが圧巻でした。こんな時、つい
つい見入ってしまう私の悪いクセ。
直そう直そうと早1年半です。　 M

　7月から8月にかけて、総体や部
活動での全国大会出場者、春の叙勲
受章者など、町で活躍されているた
くさんの方を取材する機会に恵まれ
ました。幅広い年代の方が、町を盛
り上げてくれていると感じます。
　広報係として、そんな皆さんの生
き生きした姿をお届けし、私たちの
町にはこんなに素敵な人たちがいる
んだよ！とこれからもお伝えしてい
きたいと思います。　　　　　 　 T

世帯数 9,956
19,206人　口

世帯
人

男 9,098
10,108女

人
人

愛南町の世帯数と人口
令和 5 年 8 月１日現在

※（ ）内は前月比

（−24人）

（－5人）

（＋1世帯）

（－19人）

●10年前 同月の人口 24,177人

愛南町の高齢化率 46.6％

その㊳

私と消防団活動

何かに情熱を注いでいる方を紹介します

“情熱をかけた消防団活動への思い”
　　本多さんと中川さんは城辺方面隊第4分団（現：第2分団）で30年近くにわたり久良地区を守るため
尽力しました。火事が発生すると全ての団員が一目散に詰所へ走り、近所の住人からは「消防署に負ける
な！」と2階の窓から大声で鼓舞され、久良峠を下ってくる消防署のサイレンが聞こえると「早よ行かないけ
ん！」とポンプ車のアクセルを踏んだという現役時代の記憶を昨日のことのように話すお二人。　　
　　消防操法にも力を入れていた第4分団は、愛媛県消防操法大会のポンプ車操法で3度の優勝。雨の日
以外は練習に励み、「我が子が生まれる時は練習を休ましてもろた。その子がもう46歳やけんな」と微笑む
中川さんは全国大会に2回出場。全国大会の参加章バッジは思い出であり宝物です。中川さんは当時を振
り返り、「活動が多く大変なこともありましたが、いい思い出になっています。歳の差関係なく親睦を深めるこ
とができるのも消防団の魅力」と話し、20歳先輩の本多さんと笑顔を見せました。
　　指揮者として県大会優勝、そして城辺町消防団長と職務を全うした本多さんは、「消防署の活動をサポー
トするという意識ではなく、消防団の自分たちで久良を守らなくてはならないという意識が強かった」と話し
ます。「団員それぞれの頑張りはもちろんのこと、諸先輩方から受け継いだ情熱と地域からの支えのおかげ
で自分たちの活動を行うことが出来た」と、地域との間に築かれた信頼関係について語りました。
　　時代や環境とともに変化している消防団の活動。地域の消防・防災における要であることを踏まえ、時代
は違えど地域に密着した活動を後世に伝えていきたいお二人の熱いお話は続きました。

▲3回目の県大会優勝報告に
役場を訪れた際の写真。団員
の後ろに写るポンプ車は、城
辺町で2番目に配備された車
両で心強い相棒でした。

▼今でも大切に保管され
ている現役時代の大会資
料。ページをめくれば当時
の熱気と思い出がよみが
えります。

本多保
やすかた

固さん（昭和38年入団）
中川一

か ず き

喜さん（昭和51年入団） 愛媛
CATV
動画

▲本多保固さん（左）と中川一喜さん


